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略語一覧:	 VPL: Nucl.ventralis postero-lateralis 

MRF: Midbrain reticular formation 

はじめに 	 A 
筆者は，急性および慢性植込み電極法を用いて，脳波
学的に向精神薬を中心とする中枢作用薬の作用機序の解
析を行なっているが174〉，教室で開発された慢性植込み
電極法にベ 使用電極ならびに電極植込みの手技などの
点で種々の工夫・改良を加えてきたので，これらについ
て簡単に解説する。
1. 電極について 
1 2 
a. 刺激電極 写F

刺激用の電極には，カテラン針を外套管としこの中に

図1.電極Aは実物， Bは略図の写真。
細いエナメル被覆銅線を並列に挿入固定し，先端を外套 それぞれ lは外套をシールドした並列型双極
管より突出させ絶縁塗料を剥離したものおよび，ステン 電極 
レスのパイプにエナメ Jレ被覆を行ないその中に絶縁銅線 2は同心型双極電極 
を封入国定した同心型双極電極を用いている。前者の場 3は並列型双極電極
合は外套管を接地することにより刺激中の artefact を
除去できるので都合がよい。後者の同心型双極電極は市 る。接着剤は市販のセメダインを用い使用の前日に簡単
)。3のB・1Aに作製可能である(図販のものが容易に手に入るようになったので便利であ
る。
2. 電極植込み手術
図 1A.Bの 1，2はそれぞれ外套をシーノレドした並列
型双極電極，同心型双極電極を示す。 脳定位固定装置を用い頭部を固定した動物に電極を植
b. 記録電極	 込むのであるが，慢性実験ではあらかじめパルピツ{ノレ
エナメ Jレ被覆銅線を並列に接着固定した並列型双極電 酸誘導体を投与して麻酔した動物を，急性実験で、はエー
極を用いている。先端は使用の直前に鋲で斜めに切断す テjレ麻酔下に気管カニューレを挿入した後ガラミンによ
る。他端は接著部を一部分はなして，たがいに反対側に り不動化し人工呼吸下の動物を用いる。
T字状に折り曲げ，絶縁塗料を剥離した後ハンダの球を 定位的に皮質下領域に電極を植込む場合に用いられる
つけ脳波記録のためのリード線との接続を容易にしてあ 脳各部の座標図は，使用する動物により種々のものが出 
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脳定位回定装置に頭部をしっかりと固定した後，頭頂
部の皮膚を正中切開し，筋膜，筋肉さらには骨膜をきれ
いに剥離し，座標図に従って頭蓋上に電極を挿入しよう
とする皮質下各部の前後，左右の平面上の位置を測定記
録し，歯科用ドリルで頭蓋に孔をあける。
ついで使用する電極を支持器に装着し，頭蓋の孔を通
して徐々に下降させて行くのであるが，座標図で測定し
た皮質下各部の位置と各動物の当該部の位置には個体差
があるので，電極の先端を正確に目的の部位に導くため
に種々の工夫がなされている。 
3. 電極先端部位の同定法 
海馬は脳のすべての部位のなかで，もっとも発作波を
出し易いところであり 14)，電極の先端が海馬に達すると
損傷発射が誘発される。
この損傷発射は海馬の錐体細胞層で最も強くみられ
る。図 2に示されるごとく，腹側海馬でC宇状に分布す
る錐体細胞層によく一致して損傷発射が強くみられてい
ることがわかる。
しかもこの発射の終了後には海馬覚醒波に特有の θ波
を記録することができる。筆者は皮質下に電極を植込む
場合には，まずはじめに両側の海馬にそれぞれ電極を挿 
3 
4 
5 
入し，損傷発射の出現部位から動物の個体差および左右
差をあらかじめ推定することにしている。 
b. 扇桃核
扇桃核は海馬についで発作波出現の関値の低い部位で
あり 15〉，やはり損傷発射が記録される。しかも脳底部に
近いもっとも深い領域であるので，電極を深く挿入する
場合の標準部位として最適である。 
c. 視床諸核
視床諸核は，両側性に大脳皮質の広範な部位に投射す
る非特殊核群と大脳皮質の感覚領野に限局性の投射をす
る特殊核群に大別され，非特殊核では，低頻度の反復電
気刺激により両側大脳質の広い領域に漸増反応が誘発さ
れ，特殊核では，同様の刺激で増強反応が，投射野に限
局して出現する l川 幻〉川6め)ト川、叶I8a.海馬
図3は，特殊核に属する Nucl. ventralis postero・ 
latralis (VPL)の低頻度反復刺激により，同側の Gyr. 
sigmoideusに紡錘波がみられるのに反して， 他側の同
じ領域には紡錘波がほとんど誘発されないことを示して
し、る。 
d. 尾状核
尾状核の単一刺激により，大脳皮質に短潜時の誘発電
位に続いて，紡錘波状の発射が出現する向山。これは尾
状核紡錘波と呼ばれ，同側の Gyr.sigmoideusにもっ
)。4ともよく誘発される現象である(図 
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図 2. ネコ海馬の損傷発射とそれに対応する部位の関連。
左は海馬の前頭断面で C字状 l乙並んでいる錐体細胞層と電極の部位を示
す。右はそれに対応する部位での電極刺入時の脳波。
..印のととろで電極を刺入した。(較正は 100μV，1 sec)。
8 
• • • • 
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VPL (8 V 1 msec 6/sec) 
.. 

図 3. ネコ Nucl.ventralis posterolateralis (VPL)低頻度反復刺激による増強反応。
刺激は太い横線の部分で与えられている。 
1:左側 Gyr.sigmoideus anterior 2:右側 Gyr.sigmoideus anterior 
3:左側 Gyr.sigmoideus posterior 4:右側 Gyr.sigmoideus posterior 
刺激部位は右側 VPL，較正は 100μV，1 sec. 
( 8 V 3 msec O.2/sec) 
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図 4. ネコ尾状核単一電気刺激により大脳皮質l乙誘発された尾状核紡錘波 (Caudatespindle)。
・印のととろで刺激が与えられている。
刺激部位は左側の Nucl.caudatus 
LGSP: 左側 Gyr. sigmoideus postrior RGSP:右側 Gyr. sigmoideus posterior 
LGLA:左側 Gyr. lateralis anterior LGEM:左側 Gyr. ectosylvius medius 
較正は 100μV，1 sec. 
MRF (4 V 1 msec 100/sec) 
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圏 5. ウサギ中脳網様体 (MRF)高頻度反復刺激による覚醒反応。
太い横線のととろで刺激が与えられている。 
MC: Motor cortex VC: Visual cortex 
AMYG: Amygdala HIPP: Hippocampus 
較正は 100μV，1 sec. 
e. 中脳網様体 れる脳波覚醒反応は，刺激開始直後よりおとり，刺激の 
Moruzzi and Magoun (1949)21) により報告された 中止後もしばらく持続するいわゆる“tonicdesynchro-
中脳網様体 (MRF)の高頻度反復電気刺激によってみら nization"として観察される。
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図 6. 急性実験によるネコ自発脳波。 -
Aは restiugpattern，Bは arousa1patternを示す。 
L-and R・GSA:左側および右側 Gyr.sigmoid. ant. 
L-and R-GSP:左側および右側 Gyr.sigmoid. post. 
LAMYG:左側 Amygdala LHIPP:左側 Hippocampus
較正は 100μV，1sec 
図5は，ウサギ急性実験による MRF刺激の覚醒反応 下各領域への電極の正確な刺入が可能となる。 
を示す。新皮質と扇桃核が低振幅速波化を示すのに対し
て，海馬では規則的な比較的低頻度の海馬覚醒反応波が 4. 組織学的同定法
出現している。 前述した方法により，かなり正確な皮質下領域の脳波
この場合 backgroundactivityとしての緩電位変動 学的検索が可能であるが，いうまでもなく電極部位の最
のために，刺激中の海馬覚醒波の振幅の減少がみられる 終的な同定法は，実験終了後摘出した脳における連続切
が，刺激後には振幅が増加している。このような時期で 片による組織学的検索にまたねばならないが，この方法
は，周波数も θ帯域より高頻度である。 の詳細については成書を参照されたい。
f. その他の皮質下領域
その他外側膝状体では，閃光刺激により，内側膝状体
おわりに
では音刺激により誘発反応が観察され，それを指標とし
て電極部位の同定が可能である。 動物脳電図法の手技について簡単に記述したが，この
以上のごとく，あらかじめ上記の部位に電極を挿入す 分野に興味ある諸兄姉の幾分かのお役に立てば幸いであ
ることにより，各実験例における個体差および左右差を る。
知れば，標準の座標図からのズレを考慮した上で，皮質
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